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本研究の背景

背景
機械学習の手法の一つであるディープラーニングは,近年の進歩により,画
像認識などにおいての認識精度の向上,自動運転,医療研究などの幅広い分
野での活用がされている.

図 1: ディープラーニングの例（歩行者検知）
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研究の目的

目的
本研究では,Apache Sparkの並列分散処理機能を使いディープラーニングを
実行する.
次に,この二つの組み合わせによって得られる優位性や,既存のプログラム
にはない新規性を確認する.
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Spark

Apache Sparkとは
大量のデータを複数のコンピュータで処理を行う,並列分散処理を可能とし
たソフトウェア.
複数のサーバーでデータを格納するファイルシステムである HDFS
（Hadoop Distributed File System）と,格納されたデータを繰り返し加工し
処理する RDDという分散データセットによって構成されている.

図 2: Spark の構成
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ディープラーニング

ニューラルネットワークとディープラーニング
ニューラルネットワークとは,神経細胞 (ニューロン)と神経回路網 (シナプ
ス)で構成された,人間の脳神経を模倣した数理モデルである. ニューラル
ネットワークは入力層,中間層,出力層の 3つの層に分けられ,この中のさま
ざまな計算を行う中間層が,3層以上のニューラルネットワークを用いた手
法をディープラーニングと呼ぶ.中間層を多く用いることによってより複雑
な分析ができ,データの特徴を抽出することができる.

図 3: ニューラルネットワーク
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BIGDL

BIGDLとは
Sparkによるディープラーニングの分散処理を容易にするライブラリである.

現在,BIGDLの公式サイトに則り,使い方を勉強中です.
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サンプルプログラムの概要

最初に,画像からパターンや物体の認識に最も利用されている,畳み込み
ニューラルネットワークの一つである LeNet5をベースに構築し,MNISTと
呼ばれる手書き画像のデータセットを用いて学習をさせる.次に,学習で作
成したモデルのテストを行い,正確性を確認する.Sparkを使い,これらを分
散処理させる.
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結果

マスター 1台、スレイブ 2台でサンプルプログラムの実行を行った。
合計のコア数は 4、メモリは 5.4GB。スレイブにそれぞれ 2コア、メモリを
2GBずつ与えている。

図 4: かかった時間（2 台）

図 5: テスト結果（2 台）

下はスレイブ一台でコア数が１，メモリは４ GBのとき

図 6: かかった時間（1 台）

図 7: かかった時間（1 台）
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GUIアプリ化

BIGDLを動かして思ったこと
・コンソールでの操作は初心者には分かりづらく親しみが持てない
・GUIアプリにしたら視覚的に見やすく分かりやすいのではないか？
・調べた限りでは、ディープラーニングの分散処理に関する GUIアプリは
まだない

図 8: コンソール画面

GUIアプリに実装すること
・ディープラーニングのモデルの種類とデータセットの設定
・マスターとスレイブの起動
・sparkと学習に必要な各パラメータの設定
・学習とテスト
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GUIアプリ化イメージ図

図 9: イメージ図
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まとめ

進捗
BIGDLと Sparkの環境構築を 4台の PCで行った.

BIGDLの例を 2台以上で実行したときに発生するエラーの解決
テーマの提案

今後の課題
コンソールと GUIをどう連携させるかといったシステム面を考える.

GUIアプリの作成ツールを選ぶ
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